
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

北
海
道
中
川
郡
美
深
町
字
南
町
二
二

六
番
一
か
ら
同
町
字
敷
島
四
五
番
六

ま
で

前

ＡＢ

二
一
∑
八
二
〜

三
〇
∑
五
〇

三
〇
∑
八
八
〜
一
一
三
∑
八
九

三
・
一
一
一

三
・
七
六
三

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

二
一
∑
八
二
〜

三
〇
∑
五
〇

一
四
∑
八
九
〜
一
一
三
∑
八
九

三
・
一
一
一

三
・
七
七
二

a

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部

国
会
事
項

平成™™年˜˜月œ日 金曜日 第œ›š˜号官 報
二
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
百
五
十
三
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
有
珠
郡
壮
瞥
町
字
昭
和
新
山
四
三
番
か
ら
同
町
字
昭

和
新
山
一
五
番
七
ま
で

前後

一
七
・
二
〇
〜
二
一
・
一
九

一
八
・
四
七
〜
二
五
・
五
九

〇
・
一
四
一

〇
・
一
四
一

a

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
室
蘭
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
三
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

一
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
十
号

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

四
百
五
十
三
号

北
海
道
有
珠
郡
壮
瞥
町
字
昭
和
新
山
四
三
番
か
ら
同
町
字
昭
和
新

山
一
五
番
七
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
室
蘭

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
五
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

一

施
行
者
の
名
称

北
海
道

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

旭
川
圏
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
三
・
七
号
旭
町
通
及
び
三
・
四
・
二
十
七

号
近
文
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
八
年
七
月
七
日
至
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

平
成
十
八
年
北
海
道
開
発
局
告
示
第
六
十
八
号
の
事
業
地
の
う
ち
、
旭
川
市
旭
町
一
条
十
八
丁
目
地

内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

な
し

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
一
月
二
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

日
中
首
脳
会
談
が
急
遽
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
件
等
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
浅
野
貴
博
提
出
）

再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
柿
澤

未
途
提
出
）

「
裏
下
り
」
の
有
無
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
柿
澤
未

途
提
出
）

利
根
川
の
洪
水
流
量
計
算
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
中

島
隆
利
提
出
）

北
方
領
土
に
お
け
る
日
ロ
首
脳
会
談
の
実
施
に
対
す
る

菅

人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
浅
野
貴
博
提
出
）

世
界
自
然
遺
産
「
白
神
山
地
」
内
の
無
断
伐
採
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
木
村
太
郎
提
出
）

議
事
日
程

十
一
月
四
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
六
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
四
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

一

国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
一

保
険
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
七
十
四
回
国
会
、
内
閣

提
出
）参

議

院

議
事
日
程

十
一
月
四
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
七
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
四
日
（
木
曜
日
）

午
後
三
時
開
議

第
一

国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件
（
第
二
日
）

答
弁
書
受
領

十
一
月
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
検
察
庁
に
お
け
る
職
場
で

の
飲
酒
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
今
後
の
行
財
政
改
革
な
い

し
行
政
刷
新
の
推
進
方
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
再

開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
山
内
康
一
提
出
複
数
回
申
請
者
の
難
民
認

定
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
赤
松
正
雄
提
出
電
子
化
に
よ
り
消
さ
れ
た

戸
籍
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
尾
慶
一
郎
提
出
尖
閣
諸
島
沖
の
日
本
領

海
内
で
起
き
た
中
国
漁
船
と
海
上
保
安
庁
巡
視
船
の
衝

突
事
件
を
巡
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
提
出
自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
沖
海

賊
対
処
「
新
活
動
拠
点
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
雇
用
促
進
住
宅
の
今
後
に

お
け
る
方
向
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
提
出
学
校
教
育
に
於
け
る
新
聞

の
活
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
係
る
菅

人
内
閣
の
認
識
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
本
年
十
月
四
日
の
日
中
首

脳
会
談
に
お
け
る
尖
閣
諸
島
に
係
る
中
国
側
の
打
診
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
二
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。障

害
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
横
山
信

一
提
出
）（
第
七
一
号
）

子
ど
も
手
当
か
ら
の
学
校
給
食
費
差
引
き
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
竹
谷
と
し
子
提
出
）（
第
七
二
号
）

答
弁
書
受
領

十
一
月
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
加
藤
修
一
提
出
猛
暑
に
よ
る
農
業
・
畜
産

業
・
水
産
業
へ
の
影
響
と
今
後
の
対
策
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書
（
第
五
七
号
）

参
議
院
議
員
佐
藤
正
久
提
出
朝
鮮
王
朝
儀
軌
に
つ
い
て

の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書
（
第
五
八
号
）

参
議
院
議
員
横
山
信
一
提
出
生
活
衛
生
関
係
営
業
関
係

補
助
金
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
第
五
九
号
）

参
議
院
議
員
佐
藤
正
久
提
出
朝
鮮
人
学
校
の
思
想
教
育

と
高
校
授
業
料
無
償
化
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書
（
第
六
〇
号
）

参
議
院
議
員
福
島
み
ず
ほ
提
出
法
務
省
に
よ
る
東
京
拘

置
所
の
刑
場
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
第
六
一
号
）
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